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ワークスペース歩 歩゚ の゚自立訓練を利用されている利用者さんとスタッフが、

ふたりで一緒に製作しました。富士山はクーピーで何色も色を重ね、モネの睡蓮のような色合いに。かわいい辰が、初日の出のように空を飛ん

でいます！お互いに楽しみながら、ひとつの作品を作ることができて嬉しいなぁ、と思いました♪    [ 担当：ワークスペース歩 歩゚  ゚安藤 ] 
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グループホームでの一人暮らし 

シリーズ『成人期の生活を考 

成人期の生活を考える 

    アーチルの職員と一緒に江口さんが初めて歩 歩゚ に゚相談に見えたのは、大学を卒業したばかりの 3月でし

た。この時に、学生相談室の医師の紹介状を携えていました。 

 内容は、大学の相談室で江口さんが心理的に不安定な時に支えてきたこと、アスペルガーと診断出来ること、

卒業後すぐに社会に出るのは難しいと考えるので相談を引き継いでもらいたい、というものでした。大学の相談

室から引き継いだアーチルがほっとスペース歩 歩゚ に゚繋げたのです。 

 当時、大学の相談室ではなかなか「自閉スペクトラム症」が理解されず、相談が継続しないことが多いと聞い

ていたので、江口さんの主治医は、継続して支援する必要を判断し、関係機関に繋いだ、よき理解者だったと思

いました。また、就職を担当する学生課などでも、とりあえず就職させることを優先させてしまい、結果、仕事

が継続できないケースが多く見受けられますので、学生相談室も適切な判断をされたのだと思います。卒業イコ

ール就職ではなく、その準備段階が必要だと判断し、他者に繋いでくれた江口さんの大学の「自閉スペクトラム

症」への理解と対応に感謝しました。 

繋がった稀なケース

 江口さんの感じている世界を知りたい！

成育歴：小学校、中学校、高校の普通科、大学に進む 

福祉サービスとの繋がり：１才半の時、 アーチル(以降｢アーチル｣と表記)の 

発達相談を受け、中学校卒業まで継続相談。その後継続的相談等なし 

大学卒業後：大学の学生相談室⇒アーチル⇒ほっとスペース歩 歩゚ ⇒゚ワークスペース歩 歩゚  ゚

⇒トータルサポートセンターゆう(計画相談)⇒グループホーム⇒就労継続支援 A 型事業所就労 

江口 裕作さん (32 才) 

    自閉スペクトラム症の方は、認知や関係性の独特な「育ち」の中で、その独特な特性を理解される環境

や人に恵まれれば穏やかに過ごせますが、周囲に理解をされずに長年暮らしていると、２次症状(うつや神経症な

どの「精神症状」)を呈して、混乱が深まってしまうことが極めて多いと思います。 

成人期の自閉スペクトラム症の方には、2次症状に至っている方も多く、江口さんもまさにこのケースでした。

通所時の個別の動きを通してアセスメントをし、現在の江口さんの感じている世界を知りたい、と強く思いまし

た。 
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える ～親亡き後に向けて～』 
自宅から出てグループホーム(共同生活援助)での暮らしを選択し、その後就労されて現在は

穏やかな暮らしを継続している成人の方をご紹介します。今回は、自閉スペクトラム症の方の

自立に向けた支援の中で、心理的なサポートのステップアップ(流れ)についてお伝えします。 

              

成人期の生活を考える 

仙台市地域活動推進センター『ほっとスペース歩 歩゚ 』゚・計画相談支援『トータルサポートセンターゆう』 
 

佐藤 裕信 

 

【通所時の個別の活動を通してのインフォーマルアセスメント】 

◆強迫概念  ※強迫概念とは…強迫による意思表現 

彼の場合、出会った当初は、何度も手を洗うなどの洗浄強迫があり、洗い出すと止められない。止められないので、物に手を

触れないように、自己工夫しますが、物に触らないで生活することはあり得ません。何とか洋服を着てみますが、脱いだら脱ぎ

っぱなしにしないといけません。脱いで、畳んだり、掛けたりするには、何回も触らないといけないからです。ドアを触るのに

も、ひと苦労。覚悟を決めて開けますが、閉められない。結局、行動を起こすのにも相当に長い時間と決死の覚悟が必要で、 

他者から促しや注意を受けると｢分かりました｣｢えい、やぁ｣と声を上げ、体を震わせながら次の活動に移っていました。 

本当に、辛そうでした。このような状態では、他者との｢関係性｣の上に成り立つ集団活動に入ることは困難な状態でした。 

◆「繰り返し」行動 

 また彼には、繰り返しの行動がありました。歩いてのバス停までの移動も大変です。電柱を右から回ったのか、左から回った

のか、｢どっちだったか？｣と自問しながら、何回も繰り返さないと納得できません。横断歩道の白線を踏んだのかどうかも気に

なって、戻って、踏み直したりしました。PC での検索も、次々に画面を開いているのに、見ているわけではありません。ただ、

クリックという動作を、何度も繰り返しているだけです。｢繰り返し｣に明け暮れる毎日でした。 

◆「繰り返し」行動からの見立て 

自閉スペクトラム性の特性の一つに、外の世界とつながりを持てないだけでなく、自分ともつながりを持てない(＝｢自己不確実

性｣自分の行動に確信がもてないこと)という特徴があります。 

朝、家を出る、歩いてバス停まで行く、バスに乗る等の際ひとつひとつの行為を、何回も繰り返さねければならない江口さん

の行動の意味合いが、それではないかと見立てました。 

◆見立て後の試み・・・「育ち直し」 

乳児は、特定の他者(養育者等)との安心できるやり取り(抱っこしたり、あやしたり、おむつを交換して不快感を取り除いても

らう等の行為)を通して安心感が満たされ、“情緒的な絆”(アタッチメント・愛着という)がうまれて｢２者関係｣(他者との信頼関

係の構築)を育み、そこを安全基地として多様な探索活動に進み、心身の成長が図られるという説をポウルビィ(心理学者)が説い

ています。 

江口さんの繰り返し行動は“一人だけの行動”で、そこに信頼できる他者が見出せません。常に一人で自分の行動を調整しな

いといけないという、緊張の続く安心できない状態にあります。乳児が養育者に身をゆだねるように江口さんが安心して身をゆ

だねられる他者を作り直し、｢自己｣が確認できる状況まで育む必要があると考えました。それは、｢退行｣(発達上の初期に戻るこ

と)による｢育ち直し｣を経ることで、｢自己確実性｣を目指そうという試みです。 

歩 歩゚ で゚は、ゆだねられる他者の役割を担当職員に担ってもらいました。ひなが、親鳥の後に付いて、色々覚えるように担当

職員の行動を江口さんになぞってもらい、後についていってもらいました。職員の江口さんへの接し方は、成人になった青年に

対してですが、赤ちゃんに接するように丁寧にと伝え、支援者同士で｢退行｣や｢育ち直し｣を何度も学習しました。そのうち、江

口さんは、後追いが気に入ったようで、担当職員の後を追ってパン屋に行き、担当職員と同じパンを 

買っていました。江口さんが、職員の行為をまねたということは、信頼して受け入れたことになり、 

“２者関係”が出来上がりました。その後の歩 歩゚ の゚｢２者関係｣の支援は、基本的に信頼関係ができ 

た一人の職員が担当し、徐々に対象職員層をひろげていくという試みで進みました。 
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ってやってみようと挑戦する

成人期の生活を考える 

｢育ち｣の土壌を作る 

自身の｢自己確実性｣を育み、他者との｢２者関係｣を広げることができるようになった江口さんの次の試

みは、｢安全基地｣作りです。｢安全基地｣は、エネルギーを補給する場所でもあり、そこから、探索に出掛ける基

地でもあります。 

江口さんのお父さんは単身赴任で、お母さんが、ひとりで、江口さんの繰り返し行動に付き合わないといけま

せん。一人での対応は大変です。幸いなことに近所に、お祖父ちゃんとお祖母ちゃんが住んでいました。お二人

は、とても孫思いで、穏やかな方々です。｢安全基地｣作りを担ってもらいたく、その必要性や意義を何度も面談

を重ねて伝えました。更に｢育ち直し｣の意図も理解して頂くことができ、江口さんの｢安全基地｣に参加していた

だけました。 

江口さんは、お祖父ちゃんとお祖母ちゃんの家に引っ越し、お父さんとお母さんも週に１回、お祖父ちゃん宅

に集合し、一緒に江口さんと夕食を囲んでもらいました。また、担当職員の２人が週に1～２回お祖父ちゃん宅に

伺い、お祖父ちゃん、お祖母ちゃん、お父さん、お母さんと何度も話し合いも重ねました。江口さんは、皆に包

まれて、見守られる｢基地｣を手に入れました。 

｢安全基地｣は、エネルギーを補給する場所でもあり、そこから、探索に出掛ける基地でもあります。人に包摂

されて、安心感を得られ、江口さんは朝、玄関をスムーズに出て、歩 歩゚ に゚来ることが出来るようになりまし

た。｢繰り返し｣強迫が少なくなっていきました。 

「安全基地」をグループホームに移す 

    お祖父ちゃんやお祖母ちゃんとの｢安全基地｣生活では、そのうち“言い合い”(自分の意見を言い合う信

頼関係の芽生え)が生まれ、｢生き生き感｣も生まれてきました。担当職員や祖父母の役割を、少し他者に移す段階

に来ました。計画相談から、実家と祖父母宅からも歩いて行けるグループホームへの引っ越しを提案。世話人さ

んにも、安全基地の意義を伝え、仲間に加わってもらいました。職員との２者関係を育んだ時の様に、世話人さ

んの後について、掃除・洗濯を学んでもらいました。 

 自閉性の人は、対人希求性や対人志向性が弱く、アタッチメント(愛着：特定の他者との近接を求める行為)を

示してくれません。しかし、江口さんは、２者関係からの作り直しを行なったおかげで、アタッチメントしなが

ら、自己形成をし、外に向かう力を付けていきました。 

特定他者 

安全基地  

グループホーム 

両親・ 
祖父母 

・安心できる場 

・自分の居場所がある所 

・攻撃されない場 

・エネルギーが補給できる場 

安全基地の外 

コーディネート基地 

歩゜歩゜ 

不特定多数の人 

不特定多数の人と交わる場 

社会 会社 

・双方(安全基地内外)に江口さんのことを 

説明する役割 

・江口さんに必要な支援をつなげるところ 

・江口さんの意思を知り、一緒に歩くところ 

・何が起こるか不安な場 

・自分の居場所が分かりにくい場                         

・誤解されても説明がし難い場                     

・緊張で疲れる場 

エネルギー補給に出かける

愛 

着 
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成人期の生活を考える 

経済的自立も目指して 

『安心の環
わ

つくり』へ 

     自閉スペクトラム症の方は、｢もの｣への注視･関心(もしくは、｢もの｣からのやってくる眼差しに気持

ちが向いてしまう)を柱に、自分を育てていきます。感覚過敏や情報の選択的取得の課題、直観的な対人理解の苦

手さなどを背景に、｢言葉｣の表層イメージ(字義通りの解釈)で、人とのコミュニケーションも学んでいきます。 

 しかし、不確実な世界(人や社会は、柔軟で、表も裏もあり、ルール通りにはいかない世界)に囲まれていく

と、これまで成り立っていた「自己」がほどけて、崩れていきます。この崩れに対処するために、自己を確認す

る為のこだわりなどの２次症状で対処しようとしたり、不確実性を感じる感覚を切り離して(解離して)、身を守

っていきます。 

 不確実な世界と、自分なりに折り合いをつけて、社会の中で生きていくには、やはり、｢安全基地｣となる｢人｣

と出会わないといけません。江口さんの場合には、歩 歩゚ の゚担当職員だったり、祖父母であったり、グループホ

ームの世話人が、この役割を担っています。何かがあれば、この｢安全基地｣に近づいて、包んでもらい、心のエ

ネルギーが満ちれば、｢探索｣しに、外に向かっていきます。就労にしろ、一つの社会参加なので、大きな｢探索行

動｣だと言えます。就労の前に、この｢安全基地｣作りを目指した理由は、ここにあります。 

グループホームでの生活が１年過ぎ、歩 歩゚ で゚の活動(グループワークや作業支援)も順調に進みまし

た。遂に、経済的にも巣立つ時になりました。現在、就労継続Ａ型事業所｢パレスト｣(株式会社 千手)で週 5 日、

働いています。万代書店での漫画本のビニール掛けやフィギュアの封入作業が主ですが、ご本人の特性にも合っ

ていて、心地良いと感じているようです。 

 家族からの巣立ちは、通常は、就労を果たして経済的な基盤を整えてから、グループホームなり、 

アパート暮らしに進んでいきます。でも、江口さんのように、｢暮らし｣を安定させることを、先に 

取り組み、穏やかな暮らしを手にすることもあることを確信しました。   

この意味合いは、大きなものがあると思います。 

 

▶
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

江
口
さ
ん
の
居
室 

▶
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子 

▼当日の夕食 

グループホームのパンフレット▶ 
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実践報告会 

令和５年１２月１６日（土）に職員研修を実施しました。 

前回（９月）は各グループで『将来やった方がいいのに、まだやれていないこと（目指したいこと）』

のテーマ別に「実現に向けたアイデア出し」と「アイデア実施に伴う下準備」という内容でグループ

ワークをしましたが、今回はそのアイデアや下準備を３か月間で実践してみた結果を報告する会にな

りました。 

この研修実施に至る経緯としては、理事や管理者だけでなく、全員参加型で事業運営や課題解決を

考え、職員一人一人が主体的に取り組んでいく風土を作っていきたいという思いから、グループワー

クを通じてアイデア出しから実際の取り組みまでを経験してもらう機会づくりに至ったものです。 

 

《ITを活かしたグループゆうの訴求～HP・SNSなど～》 

ホームページの各事業所紹介ページの改善 

 

《ペーパーレス化》 

ペーパーレス化推進のための啓発ポスター作成・配布 

 

《学生さんとのつながり》 

市内の大学にボランティア募集のチラシ作成・配布 

 

所属グループのテーマに沿って、ここ３か月でどんなことを

取り組んでみたのかについて一人ずつ発表をしました。下準備

として情報収集をしてきたり、たたき台を作成してみたなど

様々な取り組みが上げられました。取り組んでみて実際に課題

解決を図ることの難しさや、日々の業務をこなしながら課題解

決のために使う時間を捻出することの苦労等を実感したようで

すが、チームとして役割分担をしながら法人全体に係る課題に

ついて考え、行動するという新たな経験を積む良い機会になり

ました。 

この研修をこれからも続けていくことで職員の主体性を育み、所属事業のことだけではなく、法人

の一員としてミッションの実現を図っていきたいと思います。 
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ピーターパンまつりの報告 

〖 〗

〖 〗

〖 〗

☺

令和 5 年 11 月 19 日(日)にヒーターパンふくおかの向かいにある 

福岡文化センターをお借りして『ピーターパンまつり』を開催しました！ 

コロナ禍で数年間中止していましたが、久しぶりの楽しいイベントでとても素敵な一日になりました。 

当日は風が強く、肌寒い天候にも関わらずたくさん方々にご参加いただき大盛況でした。 
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13  ̾ẞ 

●所属：ピーターパンふくおか 

●勤続年数： 3 年 

●出身地： 宮城県多賀城市 
 
 
 

 横澤さん教えて！ ※西澤 和々子さんからの質問です 

●好きな色：紫色 

●最近のマイブーム：サウナ巡り 

●休日の過ごし方：サウナに行きます 

●好きな芸能人：嵐の大野智さん 

●願い事が一つ叶うなら：世界一周旅行に行く    

●無人島に一つだけ持っていくとしたら：お金 

 

  

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
  
 
 

   

第 13 走者 横澤 佳奈さんから、ワークスペース歩 歩゚ の゚岡田 幸さんにバトンが渡されます。次号もお楽しみに！ 
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スタッフリレー／ご寄付のお礼 

発行：認定 NPO 法人 グループゆう 
〒981-3212 仙台市泉区南中山 2-12-3 

【TEL/FAX】 022-376-7679 

【ホームページ】 https://www.g-yuu.com 

 ₁‚

”  ₀ ₁

‎῀ ῃ”

„‘₁’ Ὸ’

‗  ―΅⁴ 

 

職員が職員に質問したり、仕事以外の自由記述から普段は見えない素顔を紹介する企画です。 

第 12 走者「西澤 和々子さん」から第 13 走者「横澤 佳奈さん」へバトンが渡されました。 
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銀行:ゆうちょ銀行 名義:NPO 法人グループゆう 

記号:０２２4０-2 番号:１１６４４３ 

ゆうちょ銀行 

から振替 

銀行:ゆうちょ銀行 名義:NPO 法人グループゆう 

店名:二二九 店  店番:２２９ 

預金種目:当座預金 口座番号:０１１６４４３     

他の金融機関

から振込み 

【令和 5年 10月～12月】（※敬称は略させていただきます） 

L ネット、飯島 茂、稲毛京子、海谷貞子、梅津工司、大場龍子、大町 梢、尾形由美子、小木美恵子、川目欣史、 

郷田厚子、小松原靖子、近藤明美、寒河江せつ子、佐々木千栄子、佐竹章宏、佐藤勝哉、佐藤眞喜子、清水和子、 

清水川愛美、清水八千代、菅原知子、鈴木久一郎、髙橋恵美子、高見智之、滝田 誠、谷 美輝、永原敏男、 

濱谷幸子、ハヤサカクニヒコ、早坂康彦、福祉ネット、三浦真智子、三上昌幾、村形信子、若生 功、渡辺令子 

 

 ◆ ◆ ◆ ◆ ご 寄 付 の 振 込 み 先 ◆ ◆ ◆ ◆   個人：一口 3000 円  団体・法人：一口 10,000 円  

 自由記述欄  

私は、休日に温泉に行って岩盤浴やサウナに入っ

てゆっくりすることが好きです！色々な温泉に行

き、長時間滞在することが多いです。 

最近の温泉施設は、マンガ等が 

ある為お勧めです！ 

 

   ˺     

〇竜泉寺の湯：岩盤浴がおすすめです。 

〇極楽湯富谷店：温泉の種類が多いです。 

〇そよぎの杜：サウナがおすすめです。 

〇もみの木：露天風呂が気持ちいいです。 
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